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                     　　　　　白石市議会議員定数条例改正請求書

　請求の趣旨（原文）

　本市の人口が平成22年は37,422人でしたが、令和２年には33,069人に減少し、令和７年は30,732人、
令和12年は28,348人と推計され、減少の一途をたどっております。
　全国市議会議長会の資料では、人口５万人未満の280市で、１市当たりの平均議員数は16.8人と、本市
の議員定数を下回る実態となっています。また、類似団体における議員定数は、人口約２万８千人から人口
４万人の市では議員定数が15人、16人が多く見られます。
　また、現在の議員定数18人を適用した平成23年の市議会選挙の際は、人口が約３万７千人であり、議
員一人当たり人口は2,055人でした。次期、令和５年の市議会選挙時に定数15人とした場合は、人口が約
３万２千人と推計され、議員一人当たり人口は約2,100人が見込まれ、平成23年の議員一人当たりの水準
とほぼ同じくなるものであり、本市の議員定数も人口減少に比例した定数にすることが妥当と考えます。
　市内112の自治会で構成する白石市自治会連合会にも、市民からの議員定数削減が必要との声が多く
寄せられたことから、同連合会の最高執行機関である支部長会において、条例改正の直接請求をすること
としたものです。
　現在、本市は厳しい財政状況の中、行財政改革を推進しており、市議会においてもさらなる議会改革に
努めるなど、市議会が行政とともに先頭に立って行財政改革に取り組んでいる姿勢を示すことが、市民の
一層の信頼を得ることにつながるものと考えます。
　議員定数削減は、民意の吸収に支障が出ると言われますが、市議会にはこれまで以上に、意志決定機能
と監視機能に加え、住民の声を吸収し、住民の声を政策として立案する機能の発揮が求められるところで
あり、選挙における厳しさが、議員のさらなる資質向上と緊張感を持った議員活動となることを期待する
ところです。
　「市民の声」、「人口減少」、「近隣市・類似団体の議員定数」、「市の財政状況」、「議会改革」などを考慮し
た結果、議員定数削減が必須と判断いたしました。
　つきましては、議会議員の条例定数を現行18人から３人削減し、15人に改正することと、削減後の定数
は次の一般選挙から適用するよう改正することを請求いたします。

　上記のとおり地方自治法第74条第１項の規定により、別紙条例案を添えて白石市議会議員定数条例の
改正を請求いたします。

　令和４年８月22日

────────────────────────────────────────────
（別紙）

      白石市議会議員定数条例の一部を改正する条例案

  白石市議会議員定数条例（平成12年白石市条例第32号）の一部を次のように改正する。

　　本則中の議員定数「18人」を「15人」に改める。
      
            附　則
            
 １ 　この条例は、公布の日から施行する。

 ２　 この条例の規定は、この条例の施行の日以後、初めてその期日を告示される一般選挙から適用する。

白石市議会議員定数条例改正の直接請求は次のとおりです 


